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●平成 29年 3 月議会での提案と対応状況 

番

号 議員名 質問・提案項目 答弁要旨 対応方針・状況 担当課 

1 飯田議員 避難情報の意味を住民周知

すべき。 

内閣府の避難勧告等に関するガ

イドラインの改定を町報などで

周知する。 

実施します。 総務課 

2 飯田議員 避難所運営の訓練をすべき

では。 

地域住民にも参加していただ

き、訓練を行う。 

実施します。 総務課 

3 飯田議員 避難所運営マニュアルの整

備をすべきでは。 

整備を行う。 現在のマニュアルの見直しを行います。 総務課 

4 飯田議員 車中泊への対応は？ 今後検討する。 検討します。 総務課 

5 飯田議員 ペット同伴での避難への対

応は？ 

すでにペット同伴での避難の受

け入れをされている港区に確認

し、今後検討する。 

動物愛護の理念、飼い主の精神的ケア、その他避

難者への配慮事項を考慮し、検討を行います。 

総務課 

6 飯田議員 他団体からの応援職員受け

入れ計画を策定すべきで

は？ 

検討する 検討します。 総務課 

7 飯田議員 北見市の「かんたん証明申

請」の取り組みを導入すべ

き。 

検討する 電算システム委託先に問い合わせたところ、シ

ステムの抜本的改修が必要となるようであり、相

当の費用と期間が必要になるようです。 

従来から証明交付等請求書 1 枚で各種証明発

行が受けられるようにしており、当面は現行どお

りとします。 

住民生活課 

8 田中議員 自治会が避難所開設した際

の支援をすべき。 

食事や水など必要なもので費用

が発生する場合については、費

用助成ができるよう制度を拡充

していきたい 

制度設計します。 総務課 
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番

号 議員名 質問・提案項目 答弁要旨 対応方針・状況 担当課 

9 油本議員 由良駅への快速列車停車を

要望すべき。 

これまでも要望しているが、再

度要望する。 

同左 企画財政課 

産業振興課

⇒観光交流

課 

10 油本議員 24 時間使用可能なＡＥＤ設

置の拡充を図るべき 

コンビニエンスストアに設置を

働き掛ける 

働きかけます。 総務課 

11 津川議員 障がい者への合理的配慮の

観点から、役場の障がいを持

つがある職員に聞き取りを

してはどうか？ 

実施する 聴き取りの結果、「理的配慮はなされている」と

いう回答をいただきました。 

総務課 

12 浜本議員 認知症の人と家族の集いを

北条地区でも開催してほし

い 

北条地区でも開催することを検

討する 

4 月から大栄地区・北条地区と各月交代で開催し

ます。 

福祉課 

13 阪本議員 鳥取中央育英高校の存続に

向け取り組むべき 

取り組む 「地域探究の時間」に全面的に協力するなど、存

続に向けた取り組みを行います。 

企画財政課 

14 長谷川議員 入学準備金の就学援助費の

支給を入学前にすべきで

は？ 

準要保護世帯への支給も要保護

世帯と同様の時期（3月）に行う

よう改善を指示した 

教育委員長答弁のとおり、平成 30 年度分の入学

準備金から 3月支給に変更します。 

（1月中の申請受付、2月審査、3月支給） 

教育総務課 

15 飯田議員 地域づくり研修の成果を出

すように 

成果を出す 参加者に視察先の資料を事前に配布し、視察の目

的を明確にしたうえで参加していただくことで、

地元でのまちづくりに活かされるようにしたい

と思います。 

企画財政課 

16 長谷川議員 コナン通り整備の効果測定

を毎年行うべきではない

か？ 

効果測定は行うが、毎年実施す

るかどうかは検討する 

同左 産業振興課

⇒観光交流

課 
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番

号 議員名 質問・提案項目 答弁要旨 対応方針・状況 担当課 

17 斉尾議員 防災士研修の人数を増やす

べきでは？ 

補正予算で対応する 実施します。 総務課 

18 田中議員 反射炉の跡の看板は不親切

なので見直しを 

見直しを行う 文化財保護委員会に意見を求めます。 生涯学習課 

19 森本議員 ソフトボール全国大会に来

訪される方々へのおもてな

しを 

検討する 関係機関等と協議します。 生涯学習課 

教育総務課 

20 前田議員 新生児世帯へのごみ袋配布

を年間 50 枚より増やしてほ

しい 

配布枚数を検討し、予算化する 配布枚数は年間 50 枚とする。ごみ袋の製作は住

民生活課で一元的に行うことが経済的なので、各

所属での予算措置は行いません。 

教育総務課 

住民生活課 

 


